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会長告知 

調査、分析、企画、行動、評価 

会長 萩田 均 

 本日は国際奉仕委員長の長崎さんより卓話をいた

だきます。多くの知見と経験をされている中、今まで

の事業の積み重ねと、国際奉仕事業のこれからを

分かりやすい言葉において報告いただけるものと確

信しています。 

 私たちは自身の事業においても、ボランティアや

奉仕事業においても、チェック、プラン、ドウーを心

掛け実施しています。以前、長崎さんよりご指導を

受けたことに、もう少しわかりやすく事業を行うステッ

プで、常に、調査、分析、企画、行動、評価の５ステ

ップの繰り返しを心掛けるように強く指導を受けまし

た。おかげさまで、長崎さんの受け売りですが、多く

の場面においてこれらを説く、講演もさせていただ

きました。 

今日は国際奉仕事業の今後の展開について、調

査、分析、企画、行動、評価をお聞きできるものと、

楽しみにしております。 

◇幹事報告◇ 

【連絡事項】 

１．１６月１１日は里山整備です。 

２本年度の信州大学諏訪臨湖実験所の一般公開の

案内が来ました 

は、７月１日（土）に事前予約制で行います。 

【受領文書】 

１．財団ニュースが届きました 

２．ロータリー親睦月間に関する資料が届きました．

ミンダナオの風が届きました 

第１７８８回例会 

諏訪湖ロータリークラブ 
国際奉仕事業の現在地 

国際奉仕事業の歴史 

委員長卓話 長﨑政直委員長 

担当 国際奉仕委員会 

国際奉仕事業の歴史 

 本日お配りしたのは、私達のクラブが創立以来や

ってきた国際奉仕事業の年度別一覧表です。   

次ページの図をご覧ください 

集約すると、創立以来、ＲＩや地区から提案されてい

るロータリー財団・米山奨学会・ポリオ撲滅・平和フェ

ロー等の寄付や青少年交換が続けられています。 

 クラブ独自・ロータリアンとしての事業は１８期目に

故濵正一会員が〈タイの小学校の改修〉に資金提供

をしたのが始まりです。また溝口幸二会員による〈世

界各地での歯科医療奉仕〉等がなされました。１９期

には、地区資金を使った〈マニラ近郊小学校への難

聴児童への補聴器提供〉がなされました。以降、２０ 

 

会員数 33人 4人 7,000円

出席対象 33人 累　計 714,000円

出席者数 17人 目標額 60万円

出 席 率 51.5% 達成率 119.0%

前回修正

♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ

・SAA北原厚子会員が　6月5日2，592の会員を擁する一般社団法人「諏訪法人会」
の総会にて　理事書本会の副会長・婦人部の会長に就任なされました。
お忙しいでしょうがご活躍を楽しみにしております。　 御子柴文夫
・昨日の偲ぶ会はありがとうございました。少々余りましたのでニコニコボックスに入
れます　　宮澤孝良
・国際奉仕委員会　長﨑委員長よろしくお願いいたします　　宮坂英貴
・長﨑さん本日はよろしくお願いいたします。　６月４日の満月はアメリカの表現でスト
ロベリームーンでした。まさにオレンジ色でした。　　萩田均
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期より西澤会員が提起したセブ・マクタン島での諸

活動が続いていきます。〈現地視察〉に始まり、〈古

着回収・スクワーターに住む人たちへの提供〉、〈食

料・薬品の提供〉、〈ロータリー財団のマッチンググラ

ントを利用したクリーンウォータープロジェクト：井戸

掘削・再生改修事業〉、ロータリアンによる〈ジプニー

事業〉、〈奨学生支援〉、〈デイケアセンター（保育園）

支援〉、〈鍵盤ハーモニカ事業：フィリピンの子ども達

に音楽を、日本の子ども達に国際理解と親善を・・事

業〉がなされています。 

 ２８期からはミンダナオ島、ミンダナオ子ども図書館

支援が始まりました。〈現地視察・調査〉にはじまり、

〈運営資金の提供〉、〈デイケアーセンター建設資金

の提供〉、〈井戸掘削・水供給事業〉、〈水田購入資金

援助〉、〈つつじヶ丘学園の子供達とミンダナオ子ど

も図書館の子ども達を繋ぐ事業〉等がなされてきまし

た。 

国際奉仕事業の考え方 

 国際奉仕事業を推進するのは「ロータリーの目的

は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励

し、これを育むことにある。」「奉仕の理念で結ばれ

た職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理

解、親善、平和を推進すること。」「人道的な活動を

広げ、世界理解と平和を推進する活動をする。」とい

う考え方を基になされます。そして奉仕事業の分野

として 

〈1 世界社会奉仕活動 WCS〉 

〈2 国際レベルの教育及び文化活動①ロータリー友

情交換 ②世界ネットワーク活動グループ ③国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

際青少年交換〉 

〈3 特別月間と催し〉 

〈4 国際的な会合への参加〉 

〈5 海外姉妹クラブとの国際〉 

が提唱され、国際奉仕事業の推進のキーワードとし

て「複数年度・複数クラブ・プロジェクトの継続・国内・

海外のクラブ・団体との共同事業」がいわれていま

す。各クラブ会員数の減少、高齢化で国際奉仕事

業が単独クラブではなされなくなっている現状や、

事業目的を確実に達成させるための提案です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうした世界社会奉仕活動の恩恵は、〈援助される

側の人々だけではなく、活動に参加した私達ロータ

リアンも受けることを実感して下さい。私達の活動に

よって助けられた人々の喜びを目の当たりにする

時、私達奉仕を実践したロータリアンも大きな喜びを

手に入れる事ができます。さらに国際理解や親睦を

一層深めていく事ができるのです。 

奉仕の相手だけではなく、奉仕をした自分も満たさ

れるのが、真の奉仕です〉と言われています。それ

は、“One profits most who serves best.”（最もよく奉

諏訪湖RCの世界社会奉仕活動 World Community Service

国や行政が地域社会のニーズを満たせない発展途上国や開発途上国で、ロータリークラブも資金の制約等で奉仕活
動が実践できない場合に、援助を海外の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行うのが世界社会奉仕活動です。

ロータリー財団
米山奨学会

ポリオ撲滅・平和フェロー
寄附募集

クラブ

継続中

濱正一氏による
タイ小学校改修

事業

個人

ルソン島難聴児童へ
の補聴器支援

溝口幸二氏の
世界各地医療奉仕

個人

マクタン島・セブ島
スクワーターへの

古着・食料・薬品支援事業

マクタン小学校
器具提供・外壁修理

セブ島・マクタン島
井戸新設・改修事業

ロータリアンによる
ジプニー事業

セブ島の奨学生
支援事業

アリタさんの
デイ・ケア・センター支援

フィリピンの子供たちに音楽
教育を・・日本の子供たちに国
際理解と親善を・・事業

ミンダナオ子ども図書館
支援事業

運営資金提供

MCLF井戸掘削事業

MCLF水田購入事業

デイケアーセンター建設

MCLFとつつじヶ丘学園を
繋ぐ事業

奨学生（里親）支援

個人

クラブ

クラブ

クラブ

個人

クラブ

クラブ

クラブ

クラブ

個人

個人

個人

クラブ

クラブ

クラブ

個人

個人

MG

継続中

継続中

継続中

継続中

青少年交換

クラブ

継続中

国際奉仕の分野
Policy of International Service

1 世界社会奉仕活動

2 国際レベルの教育及び文化活動

①ロータリー友情交換

②世界ネットワーク活動グループ

③国際青少年交換

3 特別月間と催し

4 国際的な会合への参加

5 海外姉妹クラブとの国際交流
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Ideal of Service
奉仕の理想

「他人のことを思い遣り、他人のために尽くすこと」
これを生活の場すべてに適用して行くように

努力しましょう。
と云うのがロータリーの目的、即ち綱領なのです。

He profits most who serves (all) best

最もよく奉仕するもの最も多く報われる
Service above self

超我の奉仕
利己と利他の調和である

理想と現実 立前と本音

仏教の基本精神

忘己利他
（もうこりた）

「自分のことを忘れ、他の人々のために尽くす」

自利利他円満

餓鬼の生き様
利己の塊

仕するもの最も多く報われる）“Service above self”

（超我の奉仕：利己と利他の調和である）という「奉仕

の理想」に示されたものであると思っています。 

超我の奉仕 VS 忘己利他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業奉仕の例会で宮坂パストガバナーから奉仕の

理想が解説され、小林聖人和尚から仏教の〈滅私利

他行〉に連なることだとお話がありました。 

 仏教の基本精神と言われる忘己利他：もうこりた：

滅私利他は、利己を忘れる、利己を滅するという境

地:涅槃の境地ですが、この境地の前に「自利利他

円満：自分にも良く他者にも良く」という境地があるそ

うです。ロータリーの精神は、まさにこのあたりの境

地ではないか、「超我」には「我」はあるが、事に当た

り〈自利と利他が対立する〉とき「利他」を優先するこ

と、利己と利他とを調和させることだろうと思います。

「忘己」「滅私」は「仏」の境地です。私達並の人間に

はこの境地に至るのは難しい。しかし、自利利他円

満に事を図ることはなんとか出来そうです。 

 さて、こうしたロータリーの理想に向かって、あの理

想は立前で本音は自利優先なのだと開き直る

か・・、至らぬ貧しい現実にあっても理想：超我の奉

仕に向かって一歩一歩向上しようと自己研鑽する

か、人格形成の大きな分かれ目だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


